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２．研究課題名（データベース化に必要ですので課題名の英訳を御記入ください） 

   和文：   十勝岳と雌阿寒岳における噴火推移の高分解能な解析とマグマ供給系                                     

   英文： Magma plumbing system and high resolving analysis for eruption sequences in the 

Tokachidake and Me-akan volcanoes, Hokkaido.                                       

 

３．研究代表者所属・氏名     北海道教育大学旭川校・和田恵治                        

   （地震研究所担当教員名）                           

 

４．参加者の詳細（研究代表者を含む。必要に応じ行を追加すること） 

氏名 所属・職名 参加内容 

和田恵治 北海道教育大学旭川校・教授 研究総括，地質調査，鉱物・ガラスの分析 

佐藤鋭一 神戸大学大学教育推進機構・助

教 

地質調査，岩石組織の解析 

中川光弘 北海道大学理学研究院・教授 地質調査，全岩分析 

                                        

５．参加者が分担した役割（200-400 字程度で記入してください） 

 北海道の活火山で噴火準備段階にあると推測される雌阿寒岳と十勝岳の両火山におけるマグマ供給系モ

デルを構築することを目的とした研究である（総括：和田）。 

 雌阿寒岳では，約 2500年前〜1000年前に活動した阿寒富士の噴火史の詳細（地質調査・まとめ：佐藤・

和田）と玄武岩マグマの変遷過程の解明を行った（組成分析・組織解析：和田・佐藤）。 

 十勝岳では，1962 年噴火と 1988-89 年噴火における火山噴出物の微細組織の解析を中心に行った（組

成分析・組織解析：和田・佐藤，全岩分析：和田・中川）。 
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